
 

 

 

 

 

 

日ごろから、本校の教育活動に御理解と御協力をいただきありがとうございます。本年度も、防

災防犯だよりを通して本校の取り組みや活動をお伝えしていきます。 

防災防犯だより第１号では、「災害伝言ダイヤル 171の利用方法」、「荒天時の対応」「避難情報及

び Jアラートが発令された時の対応」、「南海トラフ地震臨時情報への対応」を御確認ください。 

災害はいつどこで発生するか分かりません。被害を最小限に抑えるためには、一人一人の防災意

識を高め、災害に対する事前対策や備えをしていただくことが大切です。御家庭と協力して防災対

策をとっていきたいと思いますので、1年間よろしくお願いします。 

 

災害伝言ダイヤル 171 の利用方法ついて 

災害用伝言ダイヤル「171」は、災害発生時に家族、知人などの安否を確認する‟声の伝言板”で

す。災害時は全国から被災地への電話がつながりにくくなります。もしもの時に備え、御利用方法

を覚えておいてください。本校では、災害時に児童生徒の安否を連絡する方法として「災害伝言ダ

イヤル171」を活用しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■使い方のポイント 

①電話番号：家族でどの番号にするか決めておきましょう。 

   ※家族がそれぞれ別々の番号に連絡を残すと、なかなかメッセージにたどり着けません。 

災害時スムーズにやりとりするために、事前に話し合っておきましょう。 

②録音内容：下記の「あいたいよ」を参考に録音してください。 

    

 

 

 

 

防 災 防 犯 だ よ り  
～ 沼津特別支援学校 防災防犯課 令和７年４月発行 第１号 ～ 

  
～ 沼津特別支援学校 防災防犯課 令和 4年５月発行 第１号 ～ 

【伝言の録音方法】 

① １７１にダイヤルする。 

▼ガイダンスが流れます。 

② 録音する場合は「１」をダイヤルする。 

▼ガイダンスが流れます。 

③ 伝言を録音したい電話番号を入力する。 

・連絡をとりたい被災地の方の固定電話ま

たは携帯電話・IP 電話の番号を市外局番

からダイヤルする。 

④ 30秒以内でメッセージを入れる。 

⑤ 電話を切る。 

【伝言の再生方法】 

① １７１にダイヤルする。 

▼ガイダンスが流れます。 

② 再生する場合は「２」をダイヤルする。 

▼ガイダンスが流れます。 

③ 伝言を再生したい電話番号を入力する。 

・連絡をとりたい被災地の方の固定電話ま

たは携帯電話・IP 電話の番号を市外局番

からダイヤルする。 

④ メッセージを聞いたら電話を切る。 

電話での利用方法 

あなたの名前は？(フルネームを伝えて！) 

いまいる場所は？(具体的な場所を伝えて！) 

だれと一緒か？(一緒に避難している方も伝えて！) 

いたいところはあるか？(怪我や体調について伝えて！) 

よこく(次の連絡はいつか、次回の予定を伝えて！) 

 
「あいたいよ」 

１７１で伝えること 

短く簡潔に！30秒で伝える！ 



災害伝言版 web171 の利用方法ついて 

近々に発災が想定される東海地震をはじめとした大地震、台風、集中豪雨等の風水害の増加等、

安否確認の重要性が再認識されています。そのような状況の中、大規模災害等発生時にインターネ

ットを利用した被災地の方々の安否情報を確認する手段として、災害用伝言板（web171）が提供さ

れました。 

災害等の発生時、被災地域の方がインターネットを経由して災害用伝言板（web171）にアクセス

し、電話番号をキーとして伝言情報（テキスト）を登録できます。登録された伝言情報は電話番号

をキーとして全国（海外含む）から確認し、追加の伝言を登録することや登録したメッセージを通

知することもできます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【体験利用提供日】 

〇通常 毎月 1日、15日（00:00～24:00） 

〇正月三が日 １月 １日 00:00  ～  １月 ３日 24:00まで 

〇防災週間 ８月 30日 9:00 ～  ９月 ５日 17:00まで 

〇防災とボランティア週間   １月 15日 9:00 ～  １月 21日 17:00まで 

・伝言録音時間：30秒 

・伝言保存期間：体験利用期間終了まで 

・伝言蓄積数：電話番号あたり 20伝言 

※体験利用時においても災害運用時と同様に、NTT 東日本・NTT 西日本の電話サービスから伝言を録音または再生

する電話番号までの通話料は無料です。他通信事業者の電話、携帯電話や PHSから発信する場合、通話料につい

ては各通信事業者にお問い合せください。 

 

 

【伝言の確認方法】 

① 「web171」にアクセスする。 

・https://www.web171.jp 

② 伝言を確認したい電話番号を入力する。 

・携帯、固定電話等(御家族で決めた電話番号) 

※確認後に伝言を登録することもできます。 

③ 伝言がない場合 

・メールアドレスを入力し、通知を希望する。 

※利用者登録が必要です。 

・携帯番号を入力し、携帯各社の伝言版を確 

認する。 

 

 

インターネットでの利用方法 

【伝言の登録方法】 

⑤ 「web171」にアクセスする。 

・https://www.web171.jp 

⑥ 伝言を登録したい電話番号を入力する。 

・携帯、固定電話等(家族で決めた電話番号) 

 

⑦ 名前(ひらがな)、安否状態の選択、伝言(100

文字まで)を入力する。 

 

【伝言登録時の通知先設定】 

① 「web171」にアクセスする。 

https://www.web171.jp 

② 伝言板の登録(基本情報) 

電話番号、メールアドレス、パスワードを入力する。 

③ 伝言板の登録(通知先設定) 

伝言を通知したい相手の氏名・メールアドレス・電話番

号を入力する。 

 

 

 

 

 

 

※災害伝言ダイヤルと併用すること

で、発災時の使用の幅を増やすこと

ができます。 

https://www.web171.jp/
https://www.web171.jp/
https://www.web171.jp/


 

 

荒天時に市町で「警戒レベル」が発表された場合、本校では下記の通り対応させていただ

きます。御理解と御協力をお願いします。 

 
 

 

１ 登校前…AM6：30までに連絡 

学校からの連絡 各家庭の対応 

休校の連絡あり 

沼津市原地区の 

警戒レベルが 

３以上 

・各家庭にて安全を確保して過ごしてください。 

※沼津市原地区が「警戒レベル３(高齢者や障害のある人は避難開

始)」以上の場合は休校となります。 

警戒レベル２以下でも、お住まいの地域が警戒レベル３以上の場合

は、自宅待機をしてください。 

連絡なし 

沼津市原地区の 

警戒レベルが 

２以下 

・通常通り授業を行います。スクールバスも運行します。 

ただし、居住地により事情が異なるので、公共交通機関の運行状況

や道路状況を考慮し、登校の有無については各家庭で判断してくだ

さい。遅刻、欠席をする場合は学校へ連絡してください。 

※「警戒レベル３」は、高齢者や障害のある人が避難開始となります。 

各地域で発令されている警戒レベル情報にも十分注意して、各家庭で判断してください。 

２ 在校中 

学校からの連絡 各家庭の対応 

連絡あり 

沼津市原地区の 

警戒レベルが 

３以上 

・状況に応じた対応を各家庭に連絡します。 

※沼津市原地区が「警戒レベル３」になった場合は、ただちに休校と 

し、下校時刻を繰り上げます。 

下校方法については COCOO(コクー)にて連絡します。 

・天候状況や公共交通機関の状況により、早退などの下校時間の変更

をお願いすることや、学校への迎えをお願いすることもあります。 

連絡なし 

沼津市原地区の 

警戒レベルが 

２以下 

・通常通り授業を行い、通常下校となります。 

・スクールバスも運行します。 

３ 下校時 

学校からの連絡 各家庭の対応 

連絡あり 
・天候や道路、公共交通機関の状況によっては大幅に遅れることが予

想されます。状況に応じた対応を各家庭に連絡します。 

連絡なし ・通常通りの下校となります。スクールバスも運行しています。 

≪注意事項≫ 

・学校からの連絡は原則「COCOO（コク―）」にて行います。 

・「COCOO（コク―）」の登録状況に応じて、メールか電話のいずれかで連絡します。 

・「COCOO（コク―）」受信後は、必ず URL をクリックし、メールの内容を確認してください。 

学校周辺と各家庭の居住地域では、暴風・洪水等による被害状況が異なります。荒天

時の場合は、まず、各家庭で安全を確保し、お住まいの市町から出された情報を御確認

の上、登校するか自宅待機をするかの判断をしてください。学校で休校の処置をとる場

合は、「COCOO(コク―)」にて連絡いたします。 

荒天時(暴風・洪水)の対応について 



 

                                         

児童生徒登校前に避難情報（沼津市原地区）及びＪアラート（静岡県）が発令された場合の対応 

 

登校前 

対応を判断する時刻の目安 避難情報警戒レベル３の状態 Ｊアラートの状態 学校の受け入れ スクールバス 昼　食

解　除 　　解　除 通　常 通常運行 給　食

発令中 　　発令中 （自宅待機） ー ー

解　除 　　解　除
解除から1時間後を目安

（時刻はcocooで通知）

解除から約1時間後に学校発

（時刻はcocooで通知）
防災食

発令中 　　発令中 （自宅待機） ー ー

解　除 　　解　除
解除から1時間後を目安

（時刻はcocooで通知）
運　休 防災食

発令中 　　発令中 休　　　校

午前６時

午前９時



児童生徒在校中・登下校時に避難情報（沼津市原地区）及びＪアラート（静岡県）が発令された場合の対応 

 

                                          

警戒レベル 学校からの連絡 学校の対応 スクールバス 各家庭の対応 

 

３以上 

(沼津市原地区) 

連絡あり 

(COCCO) 

休校 

引き渡し 
運休 

・状況に応じた対応を各家庭に連絡します。 

※天候状況や公共交通機関の状況により、早退などの下

校時間の変更をお願いすることや、学校への迎えをお

願いすることなどもあります。 

２以下 

(沼津市原地区) 

連絡なし 

(COCCO) 
通常授業 通常運行 

・通常通り授業を行い、通常下校となります。 

・スクールバスも運行します。 

Jアラート 

(発令中) 

連絡あり 

(COCCO) 
校舎内避難 解除後に運行 

・情報を収集し、各家庭に連絡します。 

※被害状況や公共交通機関の状況により、早退などの下

校時間の変更をお願いすることや、学校への迎えをお

願いすることなどもあります。 

警戒レベル 学校からの連絡 学校の対応 スクールバス 各家庭の対応 

 

３以上 

(沼津市原地区) 状況によって 

連絡あり 

(COCCO) 

スクールバスと連

絡をとりながら状

況を確認する。 

周囲の状況を確認

しながら安全な場

所に停車する。 

【スクールバス利用】 

・天候や道路、公共交通機関の状況によっては大幅に遅

れることが予想されます。状況に応じた対応を各家庭

に連絡します。 

【送迎・自主通学】 

・天候や道路の状況に応じて安全に登下校ができるよう

に御配慮願います。 

２以下 

(沼津市原地区) 

連絡なし 

(COCCO) 
通常下校 通常運行 

・通常通りの下校となります。 

・スクールバスも運行しています。 

Jアラート 

(発令中) 

連絡あり 

(COCCO) 
屋内避難 解除まで停車 

・校内にいる児童生徒は、校舎内に避難します。 

・バス乗車中は、安全な場所に停車させ、指示があるま

で車内避難をします。 

・情報を収集し、各家庭に連絡します。 

在校中 

登下校中 



 

 
 

 

●南海トラフ地震臨時情報への対応 
状 況 基 準 

南海トラフ地震臨時情報 

巨大地震 

調査中 

□原則通常授業とするが、以下の対応とする。 

 

① 情報収集、警戒対応(注意対応)の準備 

② 地震への備えの再確認 

(本部職員)※必要に応じて各班責任者 

巨大地震 

注意 

 

□原則通常授業とするが、以下の対応とする。 

＜巨大地震調査中に続き＞ 

③ 教育活動継続の判断、地震への備えの再確認 

(本部職員、各班責任者) 

④ 判断に基づく教育活動の継続または中止 

※発生した地震による被害や地震関連情報等の状況に

応じて、下校や休校の措置をとる。 

巨大地震 

警戒 

 

□原則通常授業とするが、以下の対応とする。 

＜巨大地震調査中に続き＞ 

③ 学校の臨時休業等の判断、地震への備えの再確認 

(本部職員、各班責任者) 

④ 判断に基づく教育活動の継続または中止 

⑤ 休校等を含む教育活動継続の判断 

※事前避難対象地域以外のため、教育活動を継続する。 

※発生した地震による被害や地震関連情報等の状況に

応じて、下校や休校の措置をとる。 

調査終了 

□原則通常授業 

※大規模災害が起きる可能性がなくなったわけではない

ことに留意する。 
 

 

●地震が発生したときの対応 
状 況 基 準 

学校が所在する地域で震度５弱以上の地

震が発生したとき 

〇各場所で１次避難→３階へ垂直避難 

・ただちに教育活動を中止する。 

・地域の状況、道路、交通機関等を確認し、引き渡しや学 

校待機の対応をとる。 

学校が所在する地域で震度４以下の地震

が発生したとき 

〇各場所で１次避難→３階へ垂直避難 

・安全を確認し、教育活動を継続する。ただし、状況に応 

じて授業を中止する。 

 

 

 

 

 

 

南海トラフ地震に関する情報が発表された場合の対応について 



                                          

南海トラフ地震に関する情報が発表された場合の対応について 


